
　かが絆・つながりサポート事業２０２５　【加賀市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １，４７４ 千円

交付金額 １，１０５ 千円

事業番号 1

・失業や収入減少といった貧困問題や社会のつながりの希薄によ
り孤立する女性が増えることが懸念される

・令和6年度に「地域女性活躍推進交付金」を活用して、「若年女性
の困りごと実態調査」を実施し、孤独や孤立を感じている人や、経
済的困窮や性の悩みなどの課題を抱えている人などが存在するこ
とを把握した。

・身近な相談者（水先案内人）を育成するための研修会を開催
研修会参加者数 　71人（目標50人）

・相談先がわからず支援に悩む水先案内人に対し、SNSを活用して
相談先の案内やアドバイスを実施

　相談件数　36件（目標100件）

・困りごとを有する女性の存在に気付き、相談支援機関へ繋ぐこと
ができる人材（いわゆる水先案内人）を育成する

・相談を受けた困りごとを解決する方法や相談支援機関がわからな
い場合に、水先案内人自身が解決方法を相談できるコミュニティ
を構築する

Happy AXIA

　助産師や思春期保健相談士が女性特有の悩み解決を支援して　
　いる。本事業により、身近な相談者（水先案内人）になり得る人た
　ちの若年女性に対する認識のアップデートのための研修会を開　
　催した
公益財団法人あくるめ
　法人独自の基金にて女性支援を実施している

・身近な相談者（水先案内人）の存在を周知する必要がある
・身近な相談者（水先案内人）と、既存の相談支援機関との連携

を強化し、潜在する困りごとを有する女性を発見する機会を増
やしたい

・地域の女性と関わる活動をしている団体を中心に、水先案内人と
しての認識のアップデートをするための研修会を開催

　研修会参加者数 延べ71人（目標50人）
・受託団体が、ＳＮＳを活用して、水先案内人とのコミュニティの場を
設け、必要に応じて相談窓口を紹介するなどして支援した
・団体とのつながりの中で、若年女性が多く参加するイベントにブー
ス出展し、広く相談窓口を周知した

　ブース参加者　115名



事業の概要

人材育成研修会の実施

　・困りごとを有する女性と関わりをもつ身近にいる人材
　が、相談支援機関へ繋ぐ役割（水先案内人）ができるよ
　うに知識を付ける研修会を5回実施
　・地域で若年女性と関わりをもつ主任児童委員や、若年　　　
　女性の保護者等を対象とし、71人が参加
　・研修会主催者が、SNSによるコミュニティの場を開設し、　　
　水先案内人のサポートも実施

　　

開催チラシ

若年女性への直接支援も実施

・若年女性が多く集まるイベントに
ブース出展
・相談のきっかけづくりとして、生
生理用品とともに相談先リストを
配布
・「相談ブース」も設け、若年女性が
抱える、特に自身の身体や性の
問題についての悩み相談も実施

　　


